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(57)【要約】
　シリンジを作動させるピペットであって、
ロッド状のハウジングと、
ハウジングの下端部に第１の開口部を有し、第１の締結
部をシリンジのシリンダの頂縁部で挿入するための第１
の受け器と、
第２の受け器およびハウジング内の下端部にある第２の
開口部を有し、シリンジのプランジャの第２の締結部を
挿入するための受容本体と、
第１の締結部を第１の受け器内で着脱自在に保持する第
１の手段と、
第２の締結部を第２の受け器内で着脱自在に保持する第
２の手段と、
受容本体をハウジング内で受け器から離して移動させる
第１の手段と、
シリンジによって、ステップで排出される液体容量に対
応するインクリメントによって、受容本体を第１の受け
器に向かってステップで移動させる第２の手段と、
個々のステップを実行するための、ハウジングの外側で
作動可能な駆動要素と、
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリンジを作動させるピペットであって、
　ロッド状のハウジング（２）と、
　前記ハウジング（２）の下端部に第１の開口部（２１）を有し、第１の締結部（１６）
をシリンジ（３）のシリンダ（１１）の頂縁部で挿入するための第１の受け器（２０）と
、
　第２の受け器（２４）および前記ハウジング（２）内の下端部にある第２の開口部（２
６）を有し、前記シリンジ（３）のプランジャ（１２）の第２の締結部（１９）を挿入す
るための受容本体と、
　前記第１の締結部（１６）を前記第１の受け器（２０）内で着脱自在に保持する第１の
手段（２３）と、
　前記第２の締結部（１９）を前記第２の受け器（２４）内で着脱自在に保持する第２の
手段（２７）と、
　受容本体（２５）を前記ハウジング（２）内で前記第１の受け器（２０）から離して移
動させる第１の手段（５）と、
　前記シリンジ（３）により段階的に排出される液体容量に対応するインクリメントによ
って、前記受容本体（２５）を前記第１の受け器（２０）に向かって段階的に移動させる
第２の手段（２８，３６，３９）と、
　個々の段階を実行するための、前記ハウジング（２）の外側で作動可能な駆動要素（３
６）と、
　前記ハウジング（２）に配置されており、前記受容本体（２５）に接続されている歯（
２９）を有する歯付ラック（２８）と、
　前記ハウジング（２）内で駆動要素（３６）に回転可能に取付けられており、前記歯付
ラック（２８）の歯（２９）と係合し、前記駆動要素（３６）が下方に移動すると歯付ラ
ックを引き込み、前記駆動要素（３６）が上方へ移動すると前記歯（２９）との係合が外
れる爪（３９）と、
　前記ハウジング（２）の外側で調整可能な、段階的なインクリメントを調整する調整要
素（１０）と、
　前記爪（２９）の側面の前記歯付ラック（２８）に移動可能に配置されているカバー（
４１）であって、前記爪（３９）に向いており、前記歯（２９）に係合することにより前
記爪（３９）を保持する保持面（７１）と、下端部にあり、その下で前記歯（２９）が前
記爪（３９）によって係合するのに露出している係合縁部（７０）とを備えた、カバー（
４１）と、
　前記調整要素（１０）の調整を前記カバー（４１）に伝えるために前記調整要素（１０
）に連結されている、前記カバー（４１）上の結合要素（６８）と、
　を備え、
　前記カバーが、プラスチック製であり前記結合要素（６８）および長手方向のスロット
（６１）を含む第１のカバー部（４２）と、前記下部カバー部（４２）に保持されたシー
ト状の金属からなり、前記長手方向のスロット（６１）に配置されている屈曲部（４９）
と関連する板ばね（５３）とを含む、第２のカバー部（４３）と、を有し、
　前記係合縁部（７０）が、前記第１のカバー部（４２）上に形成されており、
　前記カバーに向いている側面にある前記歯付ラックが、前記第１の受け器（２０）に向
かって前記受容本体（２５）が移動し終えると前記長手方向のスロット（６１）の前記屈
曲部（４９）と接触する突出カム（８０）を有し、それによって、前記板ばね（５３）が
偏向し、前記歯付ラック（２８）の前記歯（２９）にさらに係合することによって前記爪
（３９）が前記板ばね（５３）によって保持され、
　前記第１のカバー部（４２）および前記第２のカバー部（４３）を互いに確実に連結す
る前記結合要素（６８）に対して前記屈曲部（４９）が特定の位置で、少なくとも前記屈
曲部（４９）および前記板ばね（５３）を含む部分を除いて、前記第２のカバー部（４３
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）が、前記第１のカバー部（４２）のプラスチックによりオーバーモールドされる、ピペ
ット。
【請求項２】
　前記第２のカバー部（４３）の頭部（４４）が、縁部上の前記歯付ラック（２８）に向
いている側面にある前記長手方向のスロット（６１）の上部スロット部（６２）に隣接し
て、前記第１のカバー部（４２）のプラスチックによりオーバーモールドされ、前記頭部
（４４）は、前記長手方向のスロット（６１）の下部スロット部（６３）に配置される前
記屈曲部（４９）に下端部で接続されており、この隣では、前記第２のカバー部（４３）
が前記第１のカバー部（４２）のプラスチックによりオーバーモールドされていないので
、前記長手方向のスロット（６１）の前記カム（８０）が前記屈曲部（４９）と接触する
前に前記頭部（４４）に沿ってスライド可能である、請求項１に記載のピペット。
【請求項３】
　前記第２のカバー部（４３）が、前記頭部（４４）の下端部に接続され、前記屈曲部（
４９）の下端部に接続され、かつ下部スロット部（６３）に配置されている第１の帯状部
（４３）を有する、請求項２に記載のピペット。
【請求項４】
　前記第２のカバー部（４３）が、前記下部スロット部（６３）に配置されている前記屈
曲部（４９）の下端部に接続されており、前記カム（８０）が前記屈曲部（４９）を通過
した後にスライド可能な第３の帯状部（５０）を有する、請求項２または３に記載のピペ
ット。
【請求項５】
　接続部（５１）が、前記第１または第２の帯状部（４８，５０）の長手方向の側縁部に
接続されており、前記第１のカバー部（４２）の頂部側の凹部（６９）を通り前記第１の
カバー部（４２）の長手方向の側縁部まで延び、前記第１のカバー部（４２）の長手方向
の側面に対して平行に、たわみ部（５２）にわたって下方に延びる板ばね（５３）に接続
されている、請求項１から４のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項６】
　前記第２のカバー部（４３）が、シート状金属から単一部として生産される、請求項１
から５のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項７】
　前記第２のカバー部（４３）が、前記第１のカバー部（４２）のウェブ（６４～６７）
によって覆われており、前記ウェブ（６４～６７）は、前記歯付ラック（２８）から離れ
て対向している前記第１のカバー部（４２）の側面にある歯付ラック（２８）まで横方向
に延びる、請求項１から６のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項８】
　ウェブ（６５）が前記結合要素（６８）を支える、請求項７に記載のピペット。
【請求項９】
　前記第１のカバー部（４２）の下端部が、前記係合縁部（７０）を有する、請求項１か
ら８のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項１０】
　前記第１のカバー部（４２）が、下端部に向かって漸減する壁厚を有する、請求項９に
記載のピペット。
【請求項１１】
　前記係合縁部での前記第１のカバー部（４２）の最大壁厚が、０．５ｍｍであり、好ま
しくは０．２ｍｍから０．４ｍｍである、請求項１から１０のいずれか一項に記載のピペ
ット。
【請求項１２】
　前記歯付ラック（２８）に対向している側面にある前記第１のカバー部（４２）が、平
坦な接触面を有し、前記接触面に前記歯付ラック（２８）が載置され、前記長手方向のス
ロット（６１）が配置されている、請求項１から１１のいずれか一項に記載のピペット。
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【請求項１３】
　前記第１のカバー部（４２）が、前記歯付ラック（２８）から離れて対向している側面
に、下端部に向かう斜面（７２）を有する、請求項９および１２に記載のピペット。
【請求項１４】
　前記第１のカバー部（４２）が、溝（５７）の範囲を決める２つの平行で帯状の側部（
５４，５５）と基部（５６）とを備えた、細長い中空体の形状を有し、前記長手方向のス
ロット（６１）が前記基部（５６）に形成され、前記基部（５６）の前記第２のカバー部
（４３）が前記第１のカバー部（４２）からプラスチックによってオーバーモールドされ
る、請求項１から１３のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項１５】
　前記第１のカバー部（４２）が、２つの長手方向の両側面に側方に突出する羽根（７４
，７５）を有する、請求項１から１４のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項１６】
　前記歯付ラック（２８）が、前記カム（８０）を備えた単一部として、プラスチックか
ら射出成形される、請求項１から１５のいずれか一項に記載のピペット。
【請求項１７】
　前記カム（８０）が、軸方向に調整可能となるように前記歯付ラック（２８）に配置さ
れている、請求項１から１５のいずれか一項に記載のピペット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリンジを作動させるためのピペットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ここで議論中のシリンジを作動させるピペットは、シリンジに注入された液体をいくつ
かの段階で計量配分する役割をする。これらは、ディスペンサまたは反復ピペットとも称
されている。これらのピペットは、ロッド状のハウジングの下端部に、シリンジ・シリン
ダのフランジ用の受け器を有し、ハウジング内には、シリンジ・プランジャのプランジャ
・ロッドの上端部領域のためのプランジャ受け器を備えた置換可能な受容本体を有する。
このシリンジは、軸方向に位置合わせされた開口部を通して、フランジおよびプランジャ
ロッドの端部領域により受け器に挿入される。フランジおよび端部領域は、たとえば、ば
ね式の把持レバーとして設計される着脱自在な保持手段によって、受け器に保持される。
さらに、ピペットは、受容本体を移動させる手段を有する。この手段は、シリンダからプ
ランジャを部分的に除去して液体をシリンジに注入することが可能であり、液体を段階的
に計量分配するためにプランジャをシリンダに段階的に押圧する。
【０００３】
　独国特許第２９２６６９１Ｃ２号および米国特許第４，４０６，１７０Ａ号は、ハウジ
ング内で受容本体を移動させる手段を記載している。これらは、受容本体に接続されてお
り、直線状のスロットを通してハウジングから突出し、受け器から受容本体を離して移動
させることによって、液体をシリンジに注入させる引抜きレバーを含む。さらに、引抜き
レバーは、前後に可動な計量レバーによって段階的にプランジャを移動させる歯付ラック
および爪装置を含む。回転可能な爪が、計量レバーに取り付けられている。この歯付ラッ
クが、受容本体に接続されており、爪の回転範囲内に配置されている。調節可能な可動カ
バーが、歯付ラック上の歯列をある程度覆い、計量レバーを回転させると爪の歯付ラック
との係合を制限する。この可動カバーは、ピペット・ハウジング上に配置されているノブ
によって、移動可能である。このノブは、偏心的な案内曲線を備えており、可動カバーの
案内ピンがこれに係合する。さらに、歯付ラックは、上方に延びる突起を備えて設計され
ており、カバーは、下方に傾斜した台を有する。この台はプランジャがはるか前方にある
場合に突起と係合し、このことによって、爪が歯付ラックの覆いのない歯に係合するのを
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防止するように、カバーが歯付ラックから離れて移動できる。残りの進行ブロックは、各
計量ステップで計量する測定量（計量容量）よりも少ない残量がシリンジから計量配分さ
れるのを防止する。
【０００４】
　エッペンドルフＡＧによるＭｕｌｔｉｐｅｔｔｅ（登録商標）手動式ピペットが、上述
の特許に従って設計されている。
【０００５】
　シリンジを着脱自在に保持する手段の開発が、欧州特許第０６５６２２９Ｂ１号および
米国特許第５，６２０，６６０Ａ号に記載されている。欧州特許第１７２４０２０Ｂ１号
および米国特許第７，７３１，９０８Ｂ２号は、シリンジをピペットから片手の作動によ
って解除可能な保持装置の開発を記載している。
【０００６】
　欧州特許第０６５７２１６Ｂ１号および米国特許第５６２０６６１Ａ号は、シリンジの
シリンジ・フランジの高さおよび凹部を検出するセンサと、それに応じて設計されたシリ
ンジとを備えたピペットを記載している。このセンサは、挿入されたシリンジのサイズを
測定する役割をする。電子機器が、設定されたインクリメントに基づいて各計量ステップ
で計量配分された液体の量を測定する。これは、ディスプレイに表示される。
【０００７】
　受容本体を移動させる手段の開発は、独国特許第４４３７７１６Ｃ２号、欧州特許第０
６７９４３９Ｂ１号、および米国特許第５，５９１，４０８Ａ号に記載されている。欧州
特許第０６７９４３９Ｂ１号、および米国特許第５，５９１，４０８Ａ号によると、反復
ピペットは、受容本体をシリンジ・プランジャの作動部分に対してシリンジ・シリンダの
シリンダ受け器に向かって移動させる第１段階の長さに対して一定値を設定する、一定イ
ンクリメント装置を有する。この値は、以下のインクリメントの設定とは無関係である。
計量精度を損なうピペットとシリンジとの間の遊びは、液体を抽出後、受容本体がシリン
ダ受け器に向かって戻るときに、この一定の逆進行によって解決する。
【０００８】
　エッペンドルフＡＧによるＭｕｌｔｉｐｅｔｔｅ（登録商標）Ｐｌｕｓ手動式ピペット
では、カバーは、プラスチック製であり、ねじ付きロッドが中に可動に配置されている細
長いスリーブを有する。金属製スリーブが、プラスチック製スリーブの下端部で接着され
ている。この金属製スリーブは、プラスチック製スリーブの下端部から突出し、その底部
に係合縁部を有し、その下でねじが爪を係合するために露出している。計量ステップでは
、爪はまず金属製スリーブ上をスライドし、爪をねじ付きロッドのねじに係合したままの
状態を保つ。計量ステップにおいて一旦爪が係合縁部を通過すると、爪がねじに沈む。こ
の目的のために、爪は、ばねによって、金属製スリーブおよびねじに押圧される。製造公
差のため、爪が係合縁部の下でねじの基部に正確に沈まずに、ねじのむしろ側面または頂
点にある可能性がある。爪が、ねじの基部よりも上に配置されているねじの側面または頂
点と接触すると、爪がねじの基部に係合し、ねじ付きロッド、およびシリンジ・プランジ
ャを進ませるまで、計量レバーはさらにわずかに下方に揺動する必要がある。このことに
よって、液体の計量配分が不十分なために計量誤差が生じる。爪がねじの基部の下に配置
されている側面またはねじの頂点と接触すると、不十分な計量レバーの回転移動量が、ね
じ付きロッドおよびプランジャを移動させるのに使用される。この場合においても、液体
の計量配分は不十分である。爪がねじの側面または頂点を滑り降りて、さらにねじの基部
に沈むか、あるいは、ねじを越えて何度かスライドする可能性があり、このことによって
、計量誤差がより大きくなるか、液体が計量配分されなくなる。このような計量誤差は、
ねじ付きロッドを調整することによって、解決可能である。この目的のために、ねじ付き
ロッドは、プランジャ・ロッドの上端部に対して受容本体の調整ねじにねじ止めされ、十
字孔を備えている。十字孔に挿入されているピンによって、ねじ付きロッドは、受容本体
に対して異なる軸方向の位置にねじ止め可能である。このことによって、爪が沈むとねじ
付きロッドの位置が変わる。組立てられたピペットをこのように調整する。金属製スリー
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ブがプラスチック製スリーブに深く接着されすぎると、過多の液体が計量配分され、表示
された数の計量目盛に達することができない。このような誤りは、カバーを交換すること
によって、解決しなければならない。
【０００９】
　Ｍｕｌｔｉｐｅｔｔｅ（登録商標）Ｐｌｕｓでは、金属製ストリップが、プラスチック
製のスリーブに固定され、弾力的に伸長可能な部分に突出屈曲部と、歯付ラックと平行し
て走る板ばねとを有する。この金属製ストリップは、プラスチック製のドームに保持され
ており、その端部は、超音波により溶解され成形される。その端部に、歯付ラックがカム
を有し、その位置は、歯付ラックの軸方向に調整可能である。プランジャの進行移動が終
わると、カムが屈曲部と接触し、これによって、弾力的に伸長可能な金属製ストリップの
領域が偏向し、爪が歯付ラックにさらに係合するのを防止する。このことによって、残り
の進行ブロックが生じる。不十分な測定量がある場合には、残りの進行ブロックが正確に
効力を生じるように、ねじ付きロッドが調整された後にカムを調整しなければならない。
カバーの製造および調整が必要となる。さらに、プランジャ駆動装置の構成部品が交換さ
れる場合には、調整のすべてをやり直されなければならない。
【００１０】
　独国特許第１０２０１２０１１９３８Ａ１号は、カバーが、プラスチック製であり上に
案内ピンが形成されている第１のカバー部を有するピペットを記載している。金属製スト
リップの形をした第２のカバー部が、第１のカバー部に配置されており、第２のカバー部
に係合縁部が形成され、第２のカバー部が、残りの進行ブロックの屈曲部および板ばねを
有する。歯付ラックの長手方向における第１および２カバー部の互いの相対的な位置は、
カバーのカム装置によって調整可能である。係合縁部と案内ピンとの距離は、それらで正
確に調整可能であり、製造公差、摩耗または補修に関わらず、爪が正確に歯付ラックに沈
むことが保障される。係合縁部を調整する際、残りの進行ブロックも移動するので、カム
の歯付ラック上の軸方向の位置を調整することによって、残りの進行ブロックも同様に続
いて調整しなければならない。２つの調整を常に行わなければならないので、このカバー
によっても、製造および組立ての労力が大きくなる。プランジャ駆動装置の構成部品を交
換すると、調整を繰り返し行う必要がある。さらなる問題点は、歯付ラック上のカムが屈
曲部と接触すると、長手方向のスロットの第１のカバー部に進入するまでカバー部の平滑
内表面に最初に案内されるということである。カムが長手方向のスロットに進入すると、
歯付ラックがわずかに側方に移動する可能性があり、調整が十分な精度で行われない場合
には、爪が歯付ラックに正確に沈むのが妨げられる。
【００１１】
　ブランド社のＨａｎｄｙＳｔｅｐ（登録商標）Ｓの手動式ピペットでは、各目盛で測定
される液体容量は、ノブでも調整される。さらに、爪の歯付ラックの係合は、ノブで調整
可能である。このために、ノブには２つのノブ部分があり、その互いに対する角度位置は
、歯車装置によって調整可能である。１つのノブ部分には、測定容量を調整するためのマ
ークがある。この他のノブ部分には、カバーから突出するピンが係合する案内曲線がある
。ノブを回転させることによって、カバーが歯付ラックに沿って移動する。２つのノブ部
分の角度位置を調整することによって、爪が歯の谷部に沈むように係合縁部の位置を調整
できる。このピペットでは、構造上極めて高い複雑さや組立てられたピペットを調整する
際の必要とされる複雑さが不利となる。
【００１２】
　この上述のピペットは、独国特許第２０２０１００１０　９４２Ｕ１号に基本的に記載
されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　この背景技術に対して、本発明の目的は、製造時および組立て時の複雑さを低減した、
歯付ラックへの爪の落下を最適化することのできるピペットを製造することである。
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【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本目的は、請求項１の特徴を有するピペットにより達成される。
【００１５】
　ピペットの有益な実施形態は、従属請求項で特定されている。
【００１６】
　本発明による、シリンジを作動させるピペットは、
　ロッド状のハウジングと、
　ハウジングの下端部に第１の開口部を有し、第１の締結部をシリンジのシリンダの頂縁
部で挿入するための第１の受け器と、
　第２の受け器およびハウジング内の下端部にある第２の開口部を有し、シリンジのプラ
ンジャの第２の締結部を挿入するための受容本体と、
　第１の締結部を第１の受け器内で着脱自在に保持する第１の手段と、
　第２の締結部を第２の受け器内で着脱自在に保持する第２の手段と、
　受容本体をハウジング内で受け器から離して移動させる第１の手段と、
　シリンジによって、ステップで排出される液体容量に対応するインクリメントによって
、受容本体を第１の受け器に向かって段階的に移動させる第２の手段と、
　個々の段階を実行するための、ハウジングの外側で作動可能な駆動要素と、
　ハウジングに配置されており、受容本体に接続されている歯を有する歯付ラックと、
　ハウジング内で駆動要素に回転可能に取付けられており、歯付ラックの歯と係合し、駆
動要素が下方に移動すると歯付ラックを引き込み、駆動要素が上方へ移動すると歯との係
合が外れる爪と、
　前記ハウジングの外側で調整可能な、段階的なインクリメントを調整する調整要素と、
　爪の側面の歯付ラックに移動可能に配置されているカバーであって、爪に向いており、
歯に係合することにより爪を保持する保持面と、下端部にあり、その下で歯が爪によって
係合するのに露出している係合縁部とを備えた、カバーと、
　調整要素の調整をカバーに伝えるために調整要素に連結されている、カバー上の結合要
素と、を備え、
　カバーは、プラスチック製であり結合要素および長手方向のスロットを含む第１のカバ
ー部と、第１のカバー部に保持されたシート状の金属からなり、長手方向のスロットに配
置されている屈曲部と関連する板ばねとを含む、第２のカバー部と、を有し、
　係合縁部は、第１のカバー部上に形成されており、
　カバーに向いている側面にある歯付ラックが、受け器に向かって受容本体が移動し終え
ると長手方向のスロットの屈曲部と接触する突出カムを有し、それによって、板ばねが偏
向し、歯付ラックの歯にさらに係合することによって爪が板ばねによって保持され、
　第１のカバー部および第２のカバー部を互いに確実に連結する結合要素に対して、屈曲
部が特定の位置で、少なくとも屈曲部および板ばねを含む部分を除いて、第２のカバー部
が、第１のカバー部のプラスチックによりオーバーモールド（overmolded）される。
【００１７】
　以前のピペットと同様に、想定されたことは、歯付ラックの歯の爪を最適に落下させ、
完全な計量ステップがもはや不可能である状態で駆動要素が作動するときに、残りの進行
ブロックを達成するのに２つの調整が必要なことである。本発明は、爪が最適に落下し残
りの進行ブロックを正確に起動させるために、結合要素と係合縁部、および係合縁部と屈
曲部との特定の間隔を維持し、歯付ラックの歯に対してカムを正確に配置することが重要
であるという認識に基づくものである。さらに、本発明は、以前に使用された製造方法（
シート金属の処理および射出成形）および接着方法（保持ドームの接着、成形、およびね
じ止め）では、このために、十分な製造公差が不可能であるという認識に基づくものであ
る。驚くべきことに、本発明でわかったのは、屈曲部が特定の位置にある場合に、第２の
カバー部を第１のカバー部のプラスチックで部分的にオーバーモールドすることによって
、結合要素と係合縁部、および、係合縁部と屈曲部との距離が十分に正確となることであ
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る。第２のカバー部をオーバーモールドする場合、第１のカバー部全体、したがって、結
合要素ならびに係合縁部が射出成形される。第１および第２のカバー部は、オーバーモー
ルドすることによって、互いに確実に接続されている。射出成形中の射出成形処置の精度
が高く、屈曲部の位置が正確であるため、結合要素、係合縁部、および屈曲部は、互いに
特定の間隔を有する。
【００１８】
　射出成形と屈曲部の正確な位置との組合せによって、寸法上正確なカバーが得られる。
第２のカバー部の製造公差によって、カバーの寸法の精度は損なわれない、というのは、
屈曲部は射出成形の間、特定の位置にあるとみなされ、結合要素および係合縁部は、屈曲
部から特定の間隔で製造されるからである
【００１９】
　カバーの製造中、第２のカバーは、まず射出成形用金型に挿入される。屈曲部は、射出
成形処置の接触面に当接し、ついで、金型が閉止されると、第１のカバー部のプラスチッ
クによって、部分的にオーバーモールドされる。歯付ラックは、好ましくは、プラスチッ
ク製のカムを備えた単一部として射出成形される。あるいは、残りの不正確性を補完する
ために、歯付ラックは調整可能なカムを備える。
【００２０】
　本発明によるピペットでは、製造および組立ての複雑さが低減するにもかかわらず、計
量位置および残りの進行ブロックの所望の位置が保証される。後の再調整がもっぱら不要
であることが証明されており、したがって、調整の任意選択がなくても問題とはならない
。プランジャ駆動装置の構成要素が交換されるときでも、同様に正確な構成要素を得るこ
とができるので、再調整は不要である。
【００２１】
　ピペットの一実施形態によると、第２のカバー部の頭部が、縁部上の歯付ラックに向い
ている側面にある長手方向のスロットの上部スロット部に隣接して、第１のカバー部のプ
ラスチックによってオーバーモールドされ、頭部は、長手方向のスロットの下部スロット
部に配置される屈曲部に下端部で接続されており、この隣では、第２のカバー部が第１の
カバー部のプラスチックによって、オーバーモールドされていないので、長手方向のスロ
ットのカムが屈曲部と接触する前に頭部に沿ってスライド可能である。この実施形態によ
って、スロットに進入するときにカムの側方偏向が防止され、それによって生じる計量誤
差が防止される。
【００２２】
　別の実施形態によると、第２のカバー部が、頭部の下端部に接続され、屈曲部の下端部
に接続され、かつ下部スロット部に配置されている第１の帯状部を有する。この第１の帯
状部は、可撓性のばねを形成し、屈曲部がカムによって偏向しやすくなる。
【００２３】
　別の実施形態によると、第２のカバー部は、下部スロット部に配置されている屈曲部の
下端部に接続されており、カムが屈曲部を通過した後にスライドする第３の帯状部を有す
る。これによって、カムが屈曲を通り越して上方に移動しやすくなる。
【００２４】
　別の実施形態によると、接続部は、第１または第２の帯状部の長手方向の側縁部に接続
されており、第１のカバー部の頂部側の凹部を通り第１のカバー部の長手方向の側縁部ま
で延び、第１のカバー部の長手方向の側面に対して平行に、たわみ部にわたって下方に延
びる板ばねに接続されている。このことは、板ばねを広く撓ませるのに有利となる。
【００２５】
　好ましい実施形態によると、第２のカバー部が弾性である。
【００２６】
　別の実施形態によると、第２のカバー部が、シート状金属、すなわち、平坦で薄壁の金
属プレートから単一部として生産される。シート状金属の最大壁厚は０．５ｍｍであり、
好ましくは０．４ｍｍである。第２のカバー部を生産するのに、以下のシート状金属の処
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理方法のうちの好ましくは１つ以上を使用する：打抜き、レーザー加工、エッチング、曲
げ加工、ワイヤカット放電加工（ＥＤＭ）、およびウォータジェット切断。
【００２７】
　好ましい実施形態によると、調整要素が選択歯車である。別の実施形態によると、案内
曲線が、ら線状である。
【００２８】
　一実施形態によると、第２のカバー部は、第１のカバー部のウェブによって覆われてい
る。ウェブは、歯付ラックから離れて対向している第１のカバー部の側面にある歯付ラッ
クまで横方向に延びる。ウェブは、歯付ラックから間隔をおいて対向している側面にある
長手方向のスロットをまたぎ、素材を節約するために、頂部で第１のカバー部を共に保持
する。
【００２９】
　別の実施形態によると、ウェブが結合要素を支える。
【００３０】
　別の実施形態によると、結合要素が第１のカバー部から突出するピンであり、調整要素
が底面に案内曲線を有する。この案内曲線にピンが係合するので、調整要素が移動すると
きに案内曲線が歯付ラックの軸方向にピンを移動させる。
【００３１】
　好ましい実施形態によると、第１のカバー部の下端部が係合縁部を有する。これによっ
て、係合縁部を結合要素に対して正確に位置決めすることが可能となる。
【００３２】
　別の実施形態によると、第１のカバー部が、下端部に向かって漸減する壁厚を有する。
したがって、係合縁部は、歯付ラックから特定の短い距離を置いたところにあり、爪の歯
が常に正確に歯付ラックの歯に落下する手助けする。第１のカバー部の壁厚は大きくなり
係合縁部を超えるので、十分な破壊抵抗性を得ることができる。
【００３３】
　好ましい実施形態によると、係合縁部の第１のカバー部の最大壁厚は、０．５ｍｍであ
り、好ましくは０．２ｍｍから０．４ｍｍである。
【００３４】
　別の実施形態によると、歯付ラックに対向している側面にある第１のカバー部が、平坦
な接触面を有し、この接触面に歯付ラックが載置され、長手方向のスロットが配置されて
いる。このことによって、歯付ラックをカバー部に正確に、かつ低摩擦で案内できる。
【００３５】
　別の実施形態によると、平坦な接触面を有する第１のカバー部が、歯付ラックから間隔
をおいて対向している側面に、下端部に向かう斜面を有する。このことによって、係合縁
部と歯付ラックとの間隔が特に狭くなる。
【００３６】
　別の実施形態によると、第１のカバー部が、溝の範囲を決める２つの平行で帯状の側部
と基部とを備えた、細長い中空体の形状を有し、長手方向のスロットが基部に形成され、
基部の第２のカバー部が第１のカバー部からプラスチックによってオーバーモールドされ
る。歯付ラックを溝に正確に案内できる。
【００３７】
　別の実施形態によると、第１のカバー部が、２つの長手方向の両側面に長手方向に突出
する羽根を有する。この羽根は、ハウジング内でカバー部を正確に案内するのに使用可能
である。
【００３８】
　好ましい実施形態によると、歯付ラックが、カムを備えた単一部として、プラスチック
から射出成形される。
【００３９】
　別の好ましい実施形態によると、第１のカバー部／およびまたは歯付ラックが、ＰＥＥ
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Ｋまたは類似の機械的特性を有する別のプラスチックから生成される。
【００４０】
　好ましい実施形態によると、爪が、係合縁部を通過した後に歯付ラックの歯に係合する
いくつかの爪歯を有する。しかし、本発明は、爪のみが単一の爪歯を有する実施形態にも
関する。
【００４１】
　別の実施形態によると、カムは、軸方向に調整可能となるように歯付ラックに配置され
ている。別の実施形態によると、カムが、歯付ラックのスロットを通ってスペース要素の
側面に突出し、軸方向の孔を有し、調整ねじが、孔を通って歯付ラックの上端部の調整ね
じにネジ止めされ、ばね要素が、歯付ラックの上端部とカムとの間に配置されている。こ
の設計によって、カムの軸方向の位置を歯付ラック上で調整可能となる。これは、カムが
第２のカバー部と接触する歯付ラックの位置に影響し、残りの進行ブロックが効力を生じ
る。
【００４２】
　別の実施形態によると、第１のカバー部がプラスチック製であり、かつ／または、第２
のカバー部がシート状金属でできている。第１のカバー部が、好ましくは射出成形により
製造され、かつ／または、第２のカバー部が、エッチング、および／または打抜き、およ
び／またはレーザー加工、および／またはワイヤカット放電（ＥＤＭ）、および／または
ウォータジェット切断、および／またはシート状金属の曲げ加工、または他の製造方法に
より製造される。
【００４３】
　第１の受け器に第１の締結部を着脱自在に保持し、第２の受け器に第２の締結部を着脱
自在に保持する手段が、欧州特許第０６５６２２９Ｂ１号、および米国特許公開公報第５
，６２０，６６０Ａ号、または欧州特許第１７２４１２０Ｂ１号および米国特許第７，７
３１，９０８Ｂ２号に説明されているように好ましくは設計されるが、これらの文献によ
って、その内容は本願に組み込まれている。
【００４４】
　受容本体をハウジング内で移動させる第１の手段が、引抜きレバーとして、独国特許第
２９２６６９１Ｃ２号および米国特許公開公報第４，４０６，１７０Ａ号、または上述の
段落に掲げられている文献に説明されているように、好ましくは設計されるが、これらの
文献によって、その内容は本願に組み込まれている。
【００４５】
　一実施形態によると、ピペットは、欧州特許第０６５７２１６Ｂ１号および米国特許公
開公報第５，６２０，６６１Ａ号に説明されているように、注射器のシリンジ・フランジ
上に高さを検知するセンサおよび凹部を有するが、これらの文献によって、その内容は本
願に組み込まれている。
【００４６】
　本願では、「歯付ラック」という用語は、実際の意味では両方の歯付ラック、すなわち
、上に配置されている一連の歯を有するロッド、ならびに、ねじ付きロッド、すなわち、
上に配置されている少なくとも１つのねじを有するロッドについて言及するものである。
好ましくは、本発明によるピペットが、実際の意味での歯付ラックを備える。
【００４７】
　本願では、「上部」および「下部」、「高い」および「低い」の呼称、ならびにこれら
に由来する用語は、ロッド状のハウジングが垂直に位置合わせされるピペットの位置合わ
せに関するものであり、シリンジ用受け器は、下部に配置されている。
【００４８】
　本発明を、例示的実施形態の含有される図面に基づいて、以下により詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明による、中にシリンジ保持されているピペットの側面からの斜視図である
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。
【図２】同じピペットの縦断面図である。
【図３】同じピペットの、前半分のハウジングが除去れている場合の、正面および側面か
らの斜視図である。
【図４】ハウジングが除去されている場合の、中に同じピペットの構成要素が配置されて
いる上部フレーム部の拡大斜視図である。
【図５】同じ配置の長手方向の断面図である。
【図６】同じピペットの駆動要素、爪、およびカバーを備えた、歯付ラックの別の拡大斜
視図である。
【図７】カバーの斜視図である。
【図８】第２のカバー部の拡大斜視図である。
【図９】選択歯車を下から見た図である。
【図１０】爪を歯に係合する前の、駆動要素を作動させた状態のピペットの縦断面図であ
る。
【図１１】同じ状態にあるピペットの拡大詳細図である。
【図１２】爪が歯に最適に係合されている場合の、ピペットの縦断面図である。
【図１３】同じ状態にあるピペットの拡大詳細図である。
【図１４】上部フレーム部にある、駆動要素、爪およびカバーを備えた代替の歯付ラック
の部分縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００５０】
　図１によると、ピペット１が、ロッド状のハウジング２を有し、中にはシリンジ３が下
部に保持されている。引抜きレバー５が、ハウジング２から、直線状のスロット４を超え
てハウジング２の側壁から突出している。歯付ラックおよび爪を制御する操作ノブ８が、
２つのさらなるスロット６、７を超えてハウジング２の同じ側壁から突出している。その
上方に、ディスプレイ９の形での表示装置が、ハウジング２の同じ側壁にはめ込まれてい
る。選択歯車１０の一部が、隣接する側壁の開口部から突出している。
【００５１】
　図２によると、シリンジ３が、シリンダ１１と、中で可動式に配置されているプランジ
ャ１２とを有する。シリンダ１１は、下部に、液体の通過させるための孔１４を有する円
すい部１３と、それより上に、プランジャ１２が中で移動可能である円筒部１５を有する
。シリンダ１１は、上部に、周縁フランジ１７を備えた第１の締結部１６を有する。プラ
ンジャ・ロッド１８が、プランジャ１２から上方へ突出し、いくつかの周縁ビードを備え
た第２の締結部１９を有する。
【００５２】
　シリンジ３は、ハウジング２の底端部の第１の受け器２０にフランジ１７を備えて配置
されている。第１の受け器２０は、シリンジ３を挿入除去するための軸方向に向く第１の
開口部２１を、ハウジング２の下端部に有する。シリンジ３は、その頂部側で、フランジ
１７の頂縁部にある突起を検出する感圧性リング・センサ２２を押圧する。フランジ１７
に示される記号は、それぞれのシリンジ３のサイズを示している。フランジ１７は、この
位置で、着脱可能に保持することによって、第１の把持レバー２３としての第１の手段を
ハウジング２内に保持されている。
【００５３】
　プランジャ１２の第２の締結部１９が、中空の円筒状受容本体２５の第２の受け器２４
に配置されている。第２の受け器２４は、第２の締結部１９を挿入するための軸方向に向
く第２の開口部２６を有する。第２の締結部１９のビード間を係合するかまたはこれらを
圧締する、第２の把持レバー２７としての第２の手段を着脱可能に保持することによって
、この第２の締結部１９は保持されている。
【００５４】
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　受容本体２５が、ハウジング２の長手方向のスロット４の下に延びる歯２９を備えた歯
付ラック２８に堅固に接続されている。
【００５５】
　引抜きレバー・ホルダ３０が、受容本体２５および歯付ラック２８の下部に固定されて
いる。
【００５６】
　さらに、スロット４の縁部の下側に当たっている、摺動プレート３２を備えた引抜きレ
バー支持体３１がある。引抜きレバー支持体３１は、上方に突出しスロット４を貫通する
柱３３を有する。引抜きレバー５は、ハウジング２の外側で柱３３に固定されている。
【００５７】
　第１の受け器２０に向って受容本体２５が移動し終わると、プレート３２は、下部止め
具を含むスロット４の底縁と接触する。
【００５８】
　ハウジング２の上半分では、計量レバー３６の形状をした駆動要素が、スロット４の反
対側で、ハウジング２の側壁のバルジ３５にあるピボット軸受３４に回動可能に取り付け
られている。図３から図６によると、計量レバー３６は、互いにある距離だけ離れている
２つの脚部３７、３８を有する。この脚部３７、３８は、ハウジング２の反対側の側壁で
２つのスロット６、７から延びる。その位置で、操作ノブ８が脚部３７、３８の突出端部
上に固定されている。
【００５９】
　受容本体２５が第１の受け器２０から上方に離れて移動し終わると、引抜きレバー支持
体３１は、ハウジング２に堅固に配置されている軸受本体と接触する。軸受本体内には、
ピボット軸受３４が計量レバー３６のために形成される。これは、受容本体２５の移動の
ための上部止め具を含む。
【００６０】
　爪３９は、計量レバー３６の２つの脚部３７、３８間に回動可能に取り付けられている
。爪３９は、歯付ラック２８の歯２９の上に、いくつかの（たとえば３つの）爪歯４０で
構成されている。計量レバー３６は、ばね装置によって、図２の位置まで押圧される。計
量レバー３６は、操作ノブ８をばね装置の効果と反対の方向に作動させることによって、
下方に揺動可能である。爪３９は、別のばね装置によって、歯付ラック２８の歯２９に押
圧される。このことによって、歯付ラック２８が下方に進む。
【００６１】
　可動カバー４１が、爪３９と歯付ラック２８との間に配置されている。カバー４１は、
ハウジング２の側面から突出する選択歯車１０を回転させることによって、移動可能であ
るので、歯付ラック２８の歯２９がある程度覆われる。操作ノブ８を作動させている間、
爪はまずカバー４１に押圧され、ついで、下方に落下して歯２９に入る。したがって、計
量レバー３６を下方へ揺動させつつ歯付ラック２８が移動する範囲は、歯２９に対するカ
バー４１の位置によって決まる。
【００６２】
　図７によると、カバー４１は、プラスチック製の第１のカバー部４２と、薄いシート状
金属製の第２のカバー部４３とからなり、第２のカバー部４３は、オーバーモールドされ
ることによって、第１のカバー部４２のプラスチックに部分的に埋め込まれている。
【００６３】
　図８によると、第２のカバー部４３は、実施例では幅広の帯状の頭部４４を有する。頭
部４４は、２つの長手方向の両側面にある下部に、対向する切欠き部４５、４６を有し、
プラスチック製の第１のカバー部４２を係止する役目をする。この下に、頭部４４はテー
パ部４７を有する。
【００６４】
　テーパ部４７の下端部は、第１の帯状部４８に接続されている。第１の帯状部４８は、
逆屈曲部４９によって、第２の帯状部５０に接続されている。頭部４４、第１の帯状部４
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８および第２の帯状部５０は、共通の長手方向軸を有する。
【００６５】
　上部では、第２の帯状部５０は、長手方向側で、第２の帯状部５０に対して垂直に突出
する帯状接続部５１に接続されている。接続部５１は、偏向部５２によって、板ばね５３
に接続されている。
【００６６】
　第２のカバー部４３は、シート状金属の薄片から単一部として製造される。シート状金
属は、好ましくは弾性材料であり、特にばね鋼である。
【００６７】
　図７によると、第１のカバー部４２は、概して、Ｕ字断面の細長い中空体の形状を有す
る。第１のカバー部４２は、２つの平行の帯状の側部５４、５５と、これらをつなぐ基部
５６を有する。側部５４、５５および基部５６は、内側に、歯付ラック２８を案内するた
めの平坦な接触面を有する。
【００６８】
　この側部５４、５５および基部５６が、溝５７の範囲を決める。
【００６９】
　上部基部５８は、基部５６の下部基部５９よりも壁厚が大きい。上部基部および下部基
部５８、５９は、ランプ６０によって、互いに接続されているので、外側側面間が平滑に
移行する。
【００７０】
　長手方向のスロット６１が、基部５６の中央で延びている。長手方向のスロット６１は
、上部基部５７にわたって延び、下部基部５９の下端部のすぐ前方で終端する。
【００７１】
　上部基部５８の領域では、長手方向のスロット６１の上部スロット部６２が、頭部４４
によって、側面を覆われている。
【００７２】
　長手方向のスロット６１の下部スロット部６３が、下部基部５９で延びており、中に配
置されている第１および第２の帯状部４８、５０、および屈曲部４９よりも幅が広く、ま
たは、それぞれスロット部６３のわずか前方にある。したがって、隙間は、第１および第
２の帯状部４８、５０、ならびに屈曲部４９および下部スロット部６３の両側にある。
【００７３】
　頭部４４は、縁部で、第１のカバー部４２のプラスチックによって、上部基部内でオー
バーモールドされている。歯付ラック２８から間隔をおいて対向する側では、プラスチッ
クの縁側の縁取りの幅は、歯付ラック２８に対向する頭部４４の側よりも狭く、ここでは
、縁側の縁取りは、上部スロット部６２を画定する。切欠き部４５、４６が、上部基部５
８で係止される。これによって、第２のカバー部４３が第１のカバー部４２に固定される
。
【００７４】
　頭部４４の下の第２のカバー部４３の部分は、オーバーモールドされておらず、したが
って、第１のカバー部４２に対して弾性的に延長可能である。このために、テーパ部４７
または第１の帯状部４８のそれぞれは、ランプ６０から延びる。
【００７５】
　頭部は、頭部４４に垂直に延びるウェブ６４～６７によって、外側でつながれている。
【００７６】
　ピン形状の連結要素６８がウェブ６５から延びており、第１のカバー部４２を有する単
一部として射出成形される。
【００７７】
　第１のカバー部４２は、下部スロット部６３から側部５４の側縁部まで延びる凹部６９
を外側に有する。接続部５１がこの凹部６９を通って側面まで延びるので、板ばね５３が
第１のカバー部４２から短い距離で続いている。
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【００７８】
　第１のカバー部４２は、下端部に係合縁部７０を有する。これは、下部基部５９の下端
部上に形成されている。その位置で、下部基部５９の最大壁厚は、５ｍｍ、および好まし
くは４ｍｍ以下である。
【００７９】
　下部基部５９の外表面は、爪３９のための保持表面７１である。下部基部は、外側の下
部に斜面７２を有する。斜面７２の上端部では、下部基部５９の壁厚は、５ｍｍ以上であ
る。
【００８０】
　係合縁部７０は、軸方向にスロット状に延びる短い空間７３により遮断されている。
【００８１】
　帯状の羽根７４、７５が、側部５４、５５の外側から垂直に延びる。
【００８２】
　カバー４１は、第２のカバー部４３を射出金型に挿入することにより製造されるので、
屈曲部４９が特定の接触面に当接している。ついで、金型が閉止され、第１のカバー部４
２は、射出成形される。この完成したカバーは、屈曲部４９、ピン６８、および係合縁部
７０が、十分な公差で特定の位置を占めることにおいて、区別される。
【００８３】
　図２から図７によると、歯付ラック２８は、第１のカバー部４２の流路５７を通って延
びている。爪３９は、下端部の案内スロット７６を通って、第２のカバー部４３の板ばね
５３にねじ込まれる。カバー４１は、長手方向の羽根７４、７５に沿って、ハウジング２
内で可動に案内される。
【００８４】
　選択歯車１０を回転させることによって、カバー４１は長手方向に移動可能である。こ
のために、図９による選択歯車１０は、中央の軸受孔７７と、ら線状の案内曲線７８とを
有する。選択歯車１０は、軸受孔７７によって、ハウジング２の軸上に回転可能に取り付
けられ、カバー４１のピン６８は案内曲線７８に係合する。したがって、歯車１０が回転
すると、カバー４１はハウジング２内でその案内に沿って移動する。
【００８５】
　選択歯車１０は、選択歯車１０の回転式の位置を検出する別のセンサ７９により指定さ
れる。
【００８６】
　図５によると、カム８０が、特定の位置で歯付ラック２８の上端部に恒久的に成形され
る。
【００８７】
　歯付ラック２８が下方に移動すると、カム８０は、カバー４１の長手方向のスロット６
１を通って移動し、上部スロット部６２から下部スロット部６３まで延びる。最終的に、
カム８０は、突出屈曲部４９と接触し、板ばね５３と共に突出屈曲部４９を前方に（図５
における上方に）押圧する。それによって、板ばね５３上で案内される爪３９は、歯２９
から持ち上げられ、残りの進行ブロックが実現する。
【００８８】
　歯付ラック２８に加えて、逆の進行を制御するために、伝達要素８１がピペット・ハウ
ジングに配置されている。伝達要素８１は、ストリップ状の伝達部８２を有する。ストリ
ップ状の伝達部８２は、ピペットのハウジング２内で歯付ラック２８に対して平行に案内
され移動可能である。
【００８９】
　ストリップ状の伝達部８２は、下部伝達要素端部８３を有する。下部伝達要素端部８３
は、伝達要素８２が下方に移動する場合、歯付ラック２８の側面から突出する下部止め具
８４の移動領域に配置されている。
【００９０】
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　２つの制御アーム８５、８６が、ストリップ状の伝達部８２の上端部に接続されている
。制御アーム８５、８６は、図面の紙面に対して垂直な平面において、互い平行に配置さ
れている。
【００９１】
　伝達要素８１は、制御アーム８５、８６の上端部が脚部３７、３８の傾斜止め具の縁部
の移動領域に到達するように移動可能である（図２を参照）。
【００９２】
　伝達要素８１およびそれと相互に作用する構成要素は、好ましくは、欧州特許出願第１
２００２８４９．３－２１１３号および米国特許第１３／８６７，８００号に説明したよ
うに設計され、その内容は本願によって組み込まれている。
【００９３】
　さらに、電子機器８８を備えたプリント回路基部８７が、ハウジング２の上半分に配置
されている。少なくとも１つのバッテリ８９（たとえばボタン電池）の形での電圧源、あ
るいは、充電式電池８９もまた、ここに配置されている。選択歯車１０およびディスプレ
イ９の回転位置を検出するために、リング・センサ２２を備えた電子機器８８が他のセン
サ７９に配線される。さらに、電子機器８８は、バッテリ８９に接続されている。
【００９４】
　電子機器８８は、リング・センサ２２により出力される測定信号からそれぞれのシリン
ジのサイズを測定し、選択歯車１０の設定からインクリメントを測定する。このことから
、電子機器８８は、設定された計量容量を計算し、それをディスプレイ９に表示する。
【００９５】
　ピペット１を使用するときに、まず、ユーザにより選択されたシリンジ・サイズを有す
るシリンジ３を、第１の締結部１６で受け器２０に挿入し、第２の締結部１９で受け器２
４に挿入することによって、ピペット１に着脱自在に接続するので、フランジ１７を第１
の把持レバー２３によって把持し、締結部１９を第２の把持レバー２７によって把持する
。
この状況を図２に示す。
【００９６】
　リング・センサ２２は、シリンジ３のフランジ１７上の記号を検出する。リング・セン
サ２２により提示された信号によって、電子機器８８は、シリンジ３が挿入されたことを
認識し、ディスプレイ９のスイッチを入れる。リング・センサ２２および他のセンサ７９
により提示された信号によって、電子機器８８は、設定された計量容量を決定し、それを
ディスプレイ９に表示する。ユーザは、選択歯車１０を使用して計量容量の設定を変更し
てもよく、変更された計量容量は、ディスプレイ９に表示される。
【００９７】
　シリンジ３の孔１４を通して液体を抽出するために、引抜きレバー５を図２の位置から
上方に押圧する。
【００９８】
　引抜き移動終了後、下部止め具８４は伝達要素８１を引き込む。
【００９９】
設定された計量容量が段階的に排出可能となる前に、逆進行が生じなければならない。こ
のことは、操作ノブ８を作動させることによって実行される。そのように行う際、脚部３
７、３８が制御アーム８５、８６に接触し、伝達要素８１を下方へ移動させる。伝達要素
８１は、下部止め具８４によって歯付ラック２８を引き込む。このような逆進行によって
、たるみをシステムから除去する。
【０１００】
　ついで、液体の抽出量を、ばね装置の効果に反して操作ノブ８を繰り返し下方へ押圧す
ることによって小さなステップで排出可能である。そのように行う際、爪歯４０が保持面
７１の下端部に到達するまで、他のばね装置がカバー４１の保持面７１に対して爪歯４０
を備えた爪３９を押圧する。この状況は、図１０および図１１に示されている。
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【０１０１】
　係合縁部７０を通過した後、計量レバー３６が下方へ揺動し続けるために、爪歯４０を
備えた爪３９が歯付ラック２８の歯２９に落下し、歯付ラック２８をいくぶんか下方へ引
き込む。この状況は、図１２および図１３に示されている。ピン６８および係合縁部７０
が正確に位置決めされるので、爪歯４０は正確に歯２９に落下する。計量レバー３６が揺
動する度の、下部止め具に達するまでの歯付ラック２８の移動は、選択歯車１０によって
設定されるカバー４１の位置に依存する。操作ノブ８が解除されると、ばね装置によって
上方へ押圧され、別の計量ステップを実行することができる。
【０１０２】
　シリンジ３内の液体の残量が設定された測定量よりも少なくなるまで、シリンジ３を補
充することなく計量分配を行うことができる。ついで、残りの進行ブロックによって、確
実に爪歯４０が歯２９に落下することが不可能になり、ここでは、カム８０が爪３９を歯
付ラック２８から離して揺動させる板ばね５３を作動させる。
【０１０３】
　カム８０を歯付ラック２８に正確に配置するので、完全な計量ステップが不可能となる
場合には、爪３９は歯付ラック２８に係合することによって保持される。
【０１０４】
　シリンジ３内の残りの液体は、引抜きレバー５を移動させることによって下方に排出可
能である。ついで、シリンジ３がピペット１から分離可能となる。これを実行するために
、欧州特許第０６５６２２９Ｂ１号および米国特許第５，６２０，６６０Ａ号に記載され
ているように、ユーザは、第２の把持レバー２７の内側にある突起によって作用する第１
の把持レバー２３を作動させる。
【０１０５】
　好ましくは、手動で直接作動可能な把持レバー２３、２７の代わりに、本発明によるピ
ペットは、シリンジを着脱自在に保持するための第１および第２の手段を有する。これら
は欧州特許第２０３３７１２Ａ１号および米国特許出願第２００９／１３９３５１Ａ１号
に記載されているように設計され、その内容はこれによって本願に組み込まれている。上
述の文献によるピペットでは、シリンジは、計量レバーをさらに駆動することによって排
出した後で、ピペットから分離される。この目的のために、ピペットは、計量レバーによ
って制御され、シリンジを保持するための第１および第２の手段に作用してピペットから
シリンジを分離する伝動装置を有する。このピペットの一実施形態によると、着脱自在に
保持する第１および第２の手段が、ハウジング内で一体化され、外側から直接に作動する
ことのできない把持レバーとして設計されている。
【０１０６】
　図１２および図１３によると、爪３９が歯に最適に落下する、すなわち、各爪歯４０が
歯２９の２つの歯間にある１つの谷部に正確に係合する。
【０１０７】
　図１４は、代替として設計された歯付ラック２８を備えたピペットを示す。
【０１０８】
　この歯付ラック２８では、カム８０が、歯付ラック２８内のさらなる長手方向のスロッ
ト９０から外側に突出している。カム８０は、さらなる長手方向のスロット９０の下に軸
方向の孔９１を有する。調整ねじ９２が、歯付ラック２８の上端部で軸方向の孔９１を通
り調整ねじ９３にネジ止めされる。らせん状のばね９４が、調整ねじ９２に案内され、カ
ム８０をねじ頭に対して保持するために、一端は調整ねじ９２のねじ頭に当接し、他端は
歯付ラック２８の上端部に当接する。
【０１０９】
　調整ねじ９２を回転させることによって、カム８０の位置を歯付ラック２８の長手方向
に変更可能である。このことによって、残りの進行ブロックを調整することができ、この
ことはいかなる理由であっても必要である。
【符号の説明】
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【０１１０】
１…ピペット
２…ハウジング
３…シリンジ
４…スロット
５…引抜きレバー
６…スロット
７…スロット
８…操作ノブ
９…ディスプレイ
１０…選択歯車
１１…シリンダ
１２…プランジャ
１３…円すい部
１４…孔
１５…円筒部
１６…第１の締結部
１７…フランジ
１８…プランジャ・ロッド
１９…第２の締結部
２０…第１の受け器
２１…第１の開口部
２２…リング・センサ
２３…第１の把持レバー
２４…第２の受け器
２５…受容本体
２６…第２の開口部
２７…第２の把持レバー
２８…歯付ラック
２９…歯
３０…引き抜きレバー・ホルダ
３１…引き抜きレバー支持体
３２…摺動プレート
３３…柱
３４…ピボット軸受
３５…バルジ
３６…計量レバー
３７…脚部
３８…脚部
３９…爪
４０…爪歯
４１…カバー
４２…第１のカバー部
４３…第２のカバー部
４４…頭部
４５…切欠き部
４６…切欠き部
４７…テーパ部
４８…第１の帯状部
４９…屈曲部
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５０…第２の帯状部
５１…帯状の接続部
５２…偏向部
５３…板ばね
５４…側部
５５…側部
５６…基部
５７…溝
５８…上部基部
５９…下部基部
６０…ランプ
６１…長手方向のスロット
６２…上部スロット部
６３…下部スロット部
６４…ウェブ
６５…ウェブ
６６…ウェブ
６７…ウェブ
６８…結合要素
６９…凹部
７０…係合縁部
７１…保持面
７２…斜面
７３…空間
７４…羽根
７５…羽根
７６…案内スロット
７７…軸受孔
７８…案内曲線
７９…さらなるセンサ
８０…カム
８１…伝達要素
８２…伝達部
８３…下部伝達要素端部
８４…下部止め具
８５…制御アーム
８６…制御アーム
８７…プリント回路基板
８８…電子機器
８９…充電式電池
９０…さらなる長手方向のスロット
９１…軸方向の孔
９２…調整ねじ
９３…調整ねじ山
９４…ねじ領域
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【要約の続き】
ハウジングに配置されており、受容本体に接続されている歯を有する歯付ラックと、
ハウジング内で駆動要素に旋回軸的に取付けられており、歯付ラックの歯と係合し、駆動要素が下方に移動すると歯
付ラックを引き込み、駆動要素が上方へ移動すると歯との係合が外れる爪と、
爪の側面の歯付ラックに移動可能に配置されているカバーであって、爪に向いており、歯に係合することにより爪を
保持する保持面と、下端部にあり、その下で歯が爪によって係合するのに露出している係合縁部とを備えた、カバー
と、
調整要素の調整をカバーに伝えるための、調整要素に連結されている、カバー上の結合要素と、を備え、
カバーは、プラスチック製であり結合要素および長手方向のスロットを含む第１のカバー部と、第１のカバー部に保
持されたシート状の金属からなり、長手方向のスロットに配置されている屈曲部と関連する板ばねとを含む、第２の
カバー部と、を有し、
係合縁部は、第１のカバー部上に形成されており、
カバーに向いている側面にある歯付ラックが、受け器に向かって受容本体が移動し終えると長手方向のスロットの屈
曲部と接触する突出カムを有し、それによって、板ばねが偏向し、歯付ラックの歯にさらに係合することによって爪
が板ばねによって保持され、
第１のカバー部および第２のカバー部を互いに確実に連結する結合要素に対して、屈曲部が特定の位置で、少なくと
も屈曲部および板ばねを含む部分を除いて、第２のカバー部が、第１のカバー部のプラスチックによりオーバーモー
ルドされる。
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